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研究成果の概要（和文）：幕末の蘭方医で、コレラ等の感染症対策に尽力した緒方洪庵の関連資料を文理双方の
観点から調査・解析することで、洪庵の治療戦略について検証した。大阪大学所蔵生薬標本類の詳細を調査し、
歴史背景や生薬学的意義について明らかにしたうえで、非侵襲的手法での比較標本として利用するとともに、近
世の医療文献の悉皆調査結果から大阪大学所蔵の洪庵の壮年期使用の薬箱内容生薬の基原等について考察した。
さらに、統計学的手法で蒐集した情報を解析することで、洪庵が伝統的な漢方と当時最新の蘭方双方を駆使した
治療を行っていたことを視覚的に示した。また、薬箱内容生薬の劣化状況から、薬箱を含む医療文化財の保存・
継承の方策を検討した。

研究成果の概要（英文）：Koan Ogata was the physician who contributed to the treatment of infectious 
diseases at the end of the Edo period. We investigated his documents and inheritances from 
interdisciplinary view points and considered his medicinal strategies. We used historical crude drug
 samples stored in Osaka University for comparative analysis of ones left in Koan Ogata’s medicine 
chest. We also comprehensively investigated medical literature mainly written in Edo period and 
identified some of the contents of his medicine chest. What is more, we suggested that Koan applied 
both Western medicine which was the latest knowledge at that time and traditional Kampo medicine to 
provide the best treatment by statistical analysis of data collected in this project. We inspected 
the future preservation plan through the inspection of current insect damage and aged deterioration 
of Koan Ogata’s medicine chest and other medical inheritances.

研究分野： 伝統医薬学
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１． 研究開始当初の背景 
 防災の分野では過去の災害記録をもとに、
未来の災害の時期や規模を予測する取り組
みがなされつつある。地域住民の生命を脅か
す災害の記録は多く残っているが、それと同
様に感染症もまた記録の多く残る『天災』と
してとらえられる。江戸期にはコレラやイン
フルエンザの大規模流行が発生しており、当
時の流行状況や治療方法、またその結果につ
いての記録は現在の感染症対策を考えるう
えでも重要な資料となりうるが、それらの資
料についての研究は当時の時代背景や医療
制度に着目したものが大半であり、医薬品中
の生薬や治療法そのものの研究は皆無に近
い。そこで、そうした感染症に立ち向かった
江戸期の医師である緒方洪庵に着目し、所属
機関である大阪大学所蔵の洪庵関連資料を
中心に、医療文化財や医療文献を情報リソー
スとし、実物資料を扱える利を活かした研究
を着想した。 
 
２． 研究の目的 
 緒方洪庵は蘭方受容の過程で漢方・蘭方双
方の医学を治療に取り入れ、日本人の体質や
日本の風土に適した治療法を模索していた
とされるが、西洋医学が普及する中で漢方医
学が再評価されつつある現代において、洪庵
の治療戦略とその試行錯誤の過程を知るこ
とは、東西併用療法を推進・実践していくう
えでも重要な知見の示唆に富む。本課題では、
①大阪大学所蔵生薬標本の詳細調査・情報整
理を行い、洪庵が実際に用いた生薬類の基原
等解明のための比較標本に供する 
②理系的観点からの歴史資料の解析結果に
基づいた洪庵の使用生薬の特徴考察を行う 
ことを通じて文理双方の視点から洪庵の治
療戦略を検証することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)大阪大学所蔵生薬標本類の調査・整理 
 大阪大学所蔵生薬標本について、特に 1920
年代-50 年代ごろに東西の生薬企業が頒布し
た生薬標本類に着目し、一連の標本群の映像
及びラベルデータ・保存状況の調査・整理・
データ化を行った。また、それら標本類の関
連資料を調査し、頒布された背景についても
考察した。 
 
(2)緒方洪庵の薬箱の非侵襲的解析 
 大阪大学では緒方洪庵が使用したとされ
る薬箱が 2点所蔵している。壮年期・晩年期
にそれぞれ使用したとされる2つの薬箱には
それぞれ生薬・液体製剤を中心とした医薬品
が遺されていた。適塾記念会資料委員会及び
その機能を引き継いだ適塾記念センター資
料部会の承認と麻薬研究者資格のもと薬箱
の全容と詳細の調査を行い、まずは計測・撮
影により現状の網羅的な調査と記録を行っ
た。調査結果と洪庵関連文献の検証を併せる
ことで、一部生薬については詳細な基原の検

証を行った。さらに、壮年期の薬箱について
は一部で虫害が見られたため、これについて
の現況を調査するとともにその対策・保存方
法を検討した。 
 
(3)蒐集データの統計学的解析 
 洪庵の治療戦略について検討するため、こ
れまで蒐集した標本類や薬箱収載生薬のデ
ータの統計学的解析を行った。解析において
は、このほかに日本薬局方収載生薬の変遷や
東西の医療文献のデータを加えることで、洪
庵の薬箱内容生薬の特徴について検証した。 
 
４．研究成果 
(1)大阪大学所蔵生薬標本類の調査・整理 
①藤澤友吉氏寄贈標本 
 大阪大学所蔵の藤澤友吉氏寄贈標本につ
いて、他大学所蔵標本等の調査の結果、米国
イーライリリー社製標本であることを明ら
かにした。標本は 3段の引出しから成り、各
段 72 種、計 216 種の生薬標本が直接、また
はガラス瓶に収められたうえで小型の紙の
小箱に収納されていた。小箱の底面外部には
生薬ラテン名や基原植物等の加工法や部
位・学名、産地や別名等が記されたラベルが
貼付されていた。標本には植物のみならず樹
脂や昆虫類を由来とする標本も含まれてお
り、多様性が確認できた。また、植物由来の
ものは半数以上が地上部由来であった。産地
としては過半数に北米の地名が記されてい
た一方で、ヨーロッパ、アジア、アフリカ諸
国、中東の地名も記され、世界各地から標本
が蒐集されたことが確認できた。 
 
②津村研究所製標本 
 大阪大学所蔵の津村研究所製標本につき、
関連資料の調査より、生薬学者の刈米達夫博
士、朝比奈博士の監修を受け、木村雄四郎博
士の解説書も発行されるなど、津村研究所創
設直後の最優先課題として作製されたこと
を明らかにした。また、現在の(株)ツムラ生
薬研究所所蔵標本の調査を行ったところ、確
認できたのは目録収載240本のうち半数程度
であり、236 本(目録収載の 98%)がまとめて
保存されている阪大所蔵標本が当該標本の
全容を知るうえで重要な資料であることを
確認した。 
 
(2)緒方洪庵の薬箱の非侵襲的解析 
①緒方洪庵の薬箱内容物調査 
 大阪大学所蔵の 2点の薬箱について、内容
物と現況の詳細調査を行った。特に、晩年期
使用とされる薬箱には大きさの異なるガラ
ス瓶 22 本と木製筒状容器 6 本が遺されてい
た。一部には液体・固体の製剤と思われる内
容物が残存した。瓶・容器類やそのほか収め
られていた道具類等につき、詳細な形態測定
を行うとともに写真撮影により現況を記録
した。 
 



②薬箱収載「罌粟」の生薬学的検証 
 大阪大学所蔵標本との形態学的比較によ
り 、「 罌 粟」 内 容 物 中 に ケ シ (Papaver 
somniferum L.)の特性に合致する果実殻の存
在を確認し、「罌粟」は洪庵による罌粟殻の
略称であると結論付けた。また、洪庵訳『扶
氏経験遺訓』の記載を解析した結果、ケシ関
連生薬である阿芙蓉の使用頻度が高く、また
薬効や副作用等について現代の適用と類似
の記載が見られた。 
 
③薬箱収載「土茯」の生薬学的検証 
 大阪大学所蔵生薬標本類との比較形態学
的検証により、薬箱収載「土茯」内容物にケ
ナ シ サ ル ト リ イ バ ラ   Smilax glabra 
Roxburgh の特性に合致する塊茎横切片の存
在を確認した。また、近世文書類の本草学的
検証により、「土茯」は土茯苓の略称である
と推察した。 
 
④薬箱収載「莨根」「莨越」 
 近現代の文書の本草学的解析により、中国
に本草書おけるヒヨス Hyoscyamus niger L.、
日 本 の本草 書 におけ る ハシリ ド コ ロ
Scopolia japonica Maxim.、欧米の本草書に
おけるベラドンナ Atropa belladonna L.が、
いずれも日本では「莨菪」として認識されて
おり、基原の混乱が見られることを確認した。
一方で、洪庵の関連文書を解析したところ、
洪庵は「莨菪」とヒヨスを使い分けており、
この二者については少なくとも区別して使
用していたと推察した。 
 
⑤壮年期の薬箱の虫害状況とその特徴 
 洪庵壮年期使用の薬箱について、虫害状態
を詳細に調査した。虫害は 5段目が特に顕著
で、収載 14薬袋のうち、8薬袋で内容物にも
虫害跡や虫の死骸等の異物混入を確認した。
混入異物についてさらに詳細な非侵襲的調
査を行ったところ、カツオブシムシ類の脱皮
殻やシバンムシ類・ノコギリヒラタムシの死
骸など複数種の貯穀害虫の痕跡が混在して
いた。また、現在はこれ以上の劣化防止のた
め内容物と薬袋をそれぞれ別に保存してい
るが、現在のところ新たな害虫の発生は認め
ておらず、今後も継続的な観察を予定してい
る。 
 
(3) 蒐集データの統計学的解析 
 これまでに調査を行った大阪大学所蔵標
本類 4 種(中尾万三・木村康一関連標本、津
村研究所製標本、イーライリリー社製標本、
メルク社製標本)と東西の医療文献について、
これまでに日本薬局方に収載された生薬類
に絞って共通する標本・生薬標本の有無をデ
ータ化した。壮年期の洪庵使用の薬箱内容生
薬についても同様の処理を行い、これらを合
わせたデータでコレスポンデンス分析を行
ったところ、各資料における東洋/西洋の医
療文化的背景により、資料群が分かれてプロ

ットされた。一方で、洪庵の薬箱はそれらの
間にプロットされ、薬箱収載生薬についても
東西の資料群及びその中間的位置にまんべ
んなくプロットされたことから、洪庵の薬箱
収載生薬には東洋と西洋、それぞれ医療文化
の特徴的な生薬や双方に使用される生薬が
バランスよく含まれていたことを示した。こ
のことから、洪庵が日本の伝統的な漢方と当
時の最新知識である蘭方双方の医療知識を
駆使し、治療にあたったと推察した。 
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